
 

  

 

 

 

 

 

 

 

2学期の家庭学習P-up週間の開始を来週末に控え、今のかもっ子の宿題の様子を紹介

します。昼間が過ごしやすい時期となり、スポーツや読書と同じく学習にも力を入れられると

いいですね。 
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学習の秋？宿題の秋？ 

文章を書く 

6 年生の【文章を書く】自主勉強です。自分の考え

を文章にするのは簡単ではありません。ここまで書くこ

とができるのは、日ごろから積み重ねの賜物です。まず

は、短い文章（日記など）にテーマをもって書き始める

のがおすすめです。書くことに慣れると、文章を書くこと

に抵抗が無くなっていきます。そうなってきたら、しめた

ものです。 

宿題にプラスアルファで、ドリル 1 ページに挑戦しているかもっ子がいます。量にすると多い

ものではありませんが、続けようとしていることが素晴らしいです。他にも、宿題にめあてを立て

て取り組んでいるかもっ子がいます。「きれいに書く」がめあての日の漢字練習ノートは、とても

丁寧な字で書いてありました。宿題を自分が伸びるために利用できている、素敵な行動です。 

毎日の宿題は「自分のため」だと分かっていも…負けそうになってしまうこともありますね。大

人も同じです。そんな時こそ、そんな自分に立ち向かうトレーニングにして欲しいと思います。そ

して、がんばった後は、立ち向かえた自分に拍手を贈りましょう！ 

①文字数にこだわらず書く。一行日記など 

②文字数を決めて書く。1５０マス日記（120文字以上 150字以内）など 

 たくさん書きたいことをまとめる力や言い回しにこだわれるようになります。 

③テーマを設定して書く。 

 なりきり作文・もしも作文・ほら吹き作文・テーマ日記・説明作文など 

 自由な発想や視点を変えて文章を書けるようになります。 

④条件を付けて書く。 

 「  」から始める。『  』心の声を使う。ことわざや慣用句を使うなど 

これらの条件を組み合わせることで、少し長い文章を書こうとするときに、同じことの繰り返しにならず、変化のあ 

る文章になっていきます。 


